
今
年
の
粗
飼
料
の
使
い
方

（
そ
の
二

と
う
も
ろ
こ
し
編
）

今
年
は
天
候
不
順
の
影
響
で
粗
飼

料
の
不
足
や
品
質
低
下
を
心
配
す
る

声
が
聞
か
れ
ま
す
。

今
月
は
、
先
月
の
牧
草
編
に
続
き

サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
使

い
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

一

生
育
及
び
作
業
の
経
過

・
播
種
作
業
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
終

わ
っ
た
が
、
六
月
の
低
温
・
日
照
不

足
で
生
育
が
停
滞
し
、
雄
穂
や
絹
糸

の
抽
出
期
が
一
週
間
程
度
遅
れ
た
。

加
え
て
、
八
月
中
旬
の
日
照
不
足
が

受
粉
に
影
響
を
与
え
、
不
稔
が
多
く

見
ら
れ
た
。

・
八
月
中
下
旬
の
台
風
に
よ
り
沿
岸

部
で
は
塩
害
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

多
く
の
圃
場
で
葉
の
損
傷
が
認
め
ら

れ
た
。
葉
に
ご
ま
葉
枯
れ
様
の
症
状

が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
菌
は
検
出
さ

れ
て
お
ら
ず
、
養
分
吸
収
不
足
と
推

測
さ
れ
た
。

・
登
熟
は
八
～
九
日
遅
れ
た
が
、
ほ

ぼ
黄
熟
期
に
達
し
た
。
収
穫
期
は
一

週
間
程
度
の
遅
れ
と
な
っ
た
。

二

収
量(

表
一
）

・
生
収
量
は
、
四

０
０
一

と
平
年

kg

の
六
九
％
と
な
っ

た
。

・

Ｔ

Ｄ

Ｎ

収

量

は
、
六
０
一

と
kg

平
年
の
五
七
％
と

な
っ
た
。

以

上

の

よ

う

に
、
大
幅
な
減
収

と
な
っ
た
た
め
、
サ
イ
レ
ー
ジ
確
保

量
の
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

三

栄
養
価

中
西
部
支
所
管
内
の
収
穫
時
分
析

デ
ー
タ
か
ら
、
今
年
の
傾
向
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
（
表
二
）
。

・
Ｃ
Ｐ
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
は
そ
れ
ぞ
れ
全
道

対
比
九
七
、
九
八
％
と
ほ
ぼ
全
道
並

み
で
あ
っ
た
。

・
Ｎ
Ｄ
Ｆ
は
全
道
対
比
一
一
０
％
と

高
く
、
デ
ン
プ
ン
含
量
は
全
道
対
比

七
八
％
と
大
幅
に
低
い
状
況
で
あ
っ

た
。
特
に
最
大
値
と
最
小
値
の
差
が

大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
八
月
上
旬
の
台
風

に
よ
る
塩
害
や
倒
伏
で
未
熟
の
ま
ま

収
穫
し
た
圃
場

や
、
長
雨
・
日

照
不
足
に
よ
り

受
粉
が
う
ま
く

い
か
ず
子
実
収

量
が
減
少
し
た

圃
場
で
は
、
茎

葉
部
の
割
合
が

高
い
た
め
Ｎ
Ｄ

Ｆ
が
高
く
、
平

年
並
み
の
デ
ン

プ
ン
蓄
積
が
得

ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
考
え
ら

れ
た
。

以
上
の
結
果
は
、
あ
く
ま
で
収
穫

時
点
で
の
傾
向
で
す
の
で
、
サ
イ
レ

ー
ジ
と
し
て
使
用
す
る
際
は
サ
イ
ロ

の
開
封
後
に
粗
飼
料
分
析
を
行
い
栄

養
価
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

四

粗
飼
料
利
用
計
画
を
立
て
る

・
今
年
の
在
庫
量
を
確
認
し
、
不
足

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
①
購
入
、
②

給
与
量
の
調
整
、
③
給
与
期
間
の
短

縮
を
検
討
し
、
年
間
計
画
を
立
て
ま

し
ょ
う
。

①
購
入
す
る
場
合

飼
料
会
社
等
か
ら
供
給
量
や
価
格
、

品
質
の
情
報
を
収
集
す
る
。

②
給
与
量
を
調
整
す
る
場
合

種
付
け
前
の
牛
や
高
泌
乳
牛
に
重

点
的
に
給
与
す
る
。
ま
た
は
、
エ
サ

の
変
動
を
防
ぐ
た
め
に
通
年
で
一
律

に
給
与
量
を
減
ら
す
。

③
給
与
期
間
を
短
縮
す
る
場
合

最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る

厳
冬
期
を
中
心
に
給
与
す
る
。

代
替
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
（
圧

片
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
）
や
グ
ラ
ス

等
の
確
保
も
必
要
で
す
。
対
応
が
後

手
に
回
ら
な
い
よ
う
に
早
め
に
手
を

打
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

五

そ
の
他

次
の
点
に
も
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
滞
水
が
見
ら
れ
た
圃
場
で
は
、
排

水
改
善
対
策
（
サ
ブ
ソ
イ
ラ
施
工
等
）

を
実
施
す
る
。

・
塩
害
を
受
け
た
圃
場
の
サ
イ
レ
ー

ジ
は
粗
飼
料
分
析
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃

度
を
確
認
す
る
。

・
収
穫
時
に
土
の
混
入
が
懸
念
さ
れ

る
サ
イ
レ
ー
ジ
を
給
与
す
る
際
は
カ

ビ
毒
吸
着
剤
の
使
用
を
考
慮
す
る
。

（
平
成
二
八
年
一
一
月
作
成
）

釧路農業改良普及センター 釧路中西部支所

H28 平年 平年比

生収量 4,001 5,828 69%

TDN収量 601 1,058 57%

※収量はkg/10a

表一　H28年中西部支所管内の収量調査結果
　　　　（市町村、JA、普及センター調査による）

平均 最大 最小 全道平均全道対比

CP% 7.6 8.0 7.0 7.8 97%
TDN% 69.5 71.9 65.9 71.2 98%
NDF% 47.4 54.5 42.8 42.9 110%
ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ% 21.1 29.4 10.5 26.9 78%

表二　平成２８年度とうもろこしの収穫時分析値
　　　　　　　　　（釧路中西部管内、ホクレン受付分　17点）


